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【アブラハムの旅】 

  
創世記 11 章 

31 テラは、息子アブラムと、ハランの息子で自分の孫であるロト、 

および息子アブラムの妻で自分の嫁であるサライを連れて、 

カルデアのウルを出発し、カナン地方に向かった。 

彼らはハランまで来ると、そこにとどまった。  
32 テラは二百五年の生涯を終えて、 

ハランで死んだ。 

 

12 章 

1 主はアブラムに言われた。 

「あなたは生まれ故郷 父の家を離れて わたしが示す地に行きなさい。 

2 わたしはあなたを大いなる国民にし あなたを祝福し、あなたの名を高める 

祝福の源となるように。 

3 あなたを祝福する人をわたしは祝福し あなたを呪う者をわたしは呪う。 

地上の氏族はすべてあなたによって祝福に入る。」 

4 アブラムは、主の言葉に従って旅立った。ロトも共に行った。 

アブラムは、ハランを出発したとき七十五歳であった。 

＊＊ 

ヘブライ人への手紙 11 章 8 節 

8 信仰によって、アブラハムは、自分が財産として 

受け継ぐことになる土地に出て行くように召し出されると、 

これに服従し、行き先も知らずに出発したのです 

 

＊＊＊＊ 

人生は旅： 

アブラム（のちにアブラハム）は父のテラに従ってカルデアのウルという地から旅立ちました。

ウルはユーフラテス川とチグリス川が交差する河口の町、メソポタミヤ文明の発祥の地です。

そこでは月神が礼拝され、多神教であり様々な混乱があったと言われています。 

アブラハムの父は、その土地から、何らかの促しを得て、外国に平和を求める旅に出たのだ

と思います。 



息子アブラムは妻のサライと一緒にハランという土地までやってきて、父テラはそこに腰を落

ち着け、アブラムは父が亡くなるまでそこにとどまりました。 

ある学者は、アブラムは父に対して最後まで責任を果たしたのだといっています。ウル（メソポ

タミア南部、現代のイラク）からハラン（メソポタミア北部、現在のトルコ南東部）までの距離は

約 950 キロメートルから 1000 キロメートル。 

アブラムはとにかく、自分の果たすべき役割として父とともに旅に随行し、父が亡くな

るまで責任を果たしたということです。 

 

新しい出発： 

アブラムが 75歳になったとき、神様はアブラムに声をかけ、祝福の源となるという約

束を与え、アブラムに新しい旅を指示します。 

それまでは、自分と自分の家族の祝福を追い求めての旅。 

これからは、他者の祝福をもたらすための旅ということになるでしょう。 

 

これは人生における成熟、成長と関わりをもたせながら考えることができるかもしれま

せん。 

ある年齢までは自分の祝福と家族の祝福を手に入れるための旅と役割。 

そして、その後、自分の祝福や家族の祝福を無視するわけではありませんが、 

それに加えて他の人々を祝福する、他者の祝福の源となるという旅が待っていると 

考えることができるように思います。 

神様の約束はこうです。 

 

「あなたは生まれ故郷 父の家を離れて わたしが示す地に行きなさい。 

2 わたしはあなたを大いなる国民にし あなたを祝福し、あなたの名を高める 

祝福の源となるように。 

3 あなたを祝福する人をわたしは祝福し あなたを呪う者をわたしは呪う。 

地上の氏族はすべてあなたによって祝福に入る。」 

 

私の今日のあゆみ、今週一週間のあゆみ（旅）が、自分と自分の家族、仲間たちのた

めの祝福だけでなく、他の人にどのように祝福をもたらす歩みになるかを楽しみに生

きることができたら、その人生は豊かになるでしょう。自分は一生懸命生きているだけ

なのに、それが他の人に祝福をもたらす役割と繋がっていたら人生は豊かです。 

もし、誰かがあなたを呪うことをしたら、その人は神様に呪われることになるので 

自分でリベンジを考えなくても良いのです。私たちは神様の促しにもとづいて善いこと

をしてさえいればよいのです。 

 



行先を知らずに： 

ヘブライ人への手紙 11章の中にアブラハムについての有名な記述があります。 

 

8 信仰によって、アブラハムは、自分が財産として 

受け継ぐことになる土地に出て行くように召し出されると、 

これに服従し、行き先も知らずに出発したのです 

 

行先も知らずに出発したという言葉です。 

 

どこに行くのかわからない、どのように行くのかもわからない、しかし、神がともに 

おられ、神が道を整え、神がこの先に自分のためにも、他者のためにも祝福を用意していると 

信じて出て行きました。 

まさに「信仰による歩み」です。神を信頼し、神の言葉と神の心を感じ取りながら、毎日新しい

旅を 

31続けているようなつもりで一歩一歩先に進むのです。 

私たちは明日のことはわかりません。いろいろ計画や思惑は持つことができますが、実際の 

ところ、いつまでわたしの命が保たれるのかさえ定かではありません。 

ゴールの日程、ゴールの先にあるもの、など、わからないことだらけです。 

でも、生かされているなら、その命の流れのなかに身をゆだね、自分の祝福のみならず 

たの人たちの祝福を願いつつ、つまり、与えつつ、分かち合いつつ生きることが信仰者として 

求められているのです。 

 

＊＊＊ 

次回のお茶の水クリスチャンセンター8階での MACFの礼拝は 10月 5日です 

 

「日ごとの糧」「聖書の学びと黙想そして感じ取り」の配信ご希望の方は 

https://search.mag2.com/MagSearch.do?keyword=%E6%97%A5%E3%80%85
%E3%81%AE%E8%81%96%E5%8F%A5&forMobile=on&forPc=on 
 

からお申し込みください。 

無料です。 

 

＊＊＊＊ 

MACF礼拝映像は 

https://youtu.be/aI5WJfz7hLc 
 

https://search.mag2.com/MagSearch.do?keyword=%E6%97%A5%E3%80%85%E3%81%AE%E8%81%96%E5%8F%A5&forMobile=on&forPc=on
https://search.mag2.com/MagSearch.do?keyword=%E6%97%A5%E3%80%85%E3%81%AE%E8%81%96%E5%8F%A5&forMobile=on&forPc=on
https://youtu.be/aI5WJfz7hLc

